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高崎市教育委員会１０月定例会会議録 

 

教育長（飯野眞幸） 

 それでは、１０月から高崎市教育委員会に新たに委員をお迎えいたしましたので、ご

紹介させていただきます。 

 １０月２日付けで委員に就任されました田野内明美委員です。田野内委員から、ご挨

拶をいただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

委員（田野内明美） 

ただ今、ご紹介いただきました田野内明美です。９月の議会で承認されまして、先日

辞令をいただきました。現在はラジオ高崎に勤務しております。２０１６年に子どもス

マイル放送局という番組で、子どもたちがいじめ防止について考え、そして実行すると

いった活動について、各小学校を１校ずつ取材させていただき、それを１０分程の番組

にして放送させていただきました。その際は、皆様に本当にお世話になりました。教育

行政について知識が無いものですから、今後、勉強させていただきながら、少しでもお

役に立てるよう頑張っていきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

教育長（飯野眞幸） 

 ありがとうございました。 

 続きまして、事務局から自己紹介をさせていただきたいと思います。よろしくお願い

いたします。 

（事務局 自己紹介） 

 

教育長（飯野眞幸） 

新しい体制の中で、高崎市の教育の更なる充実に向けて、一丸となって取り組んでい

きたいと思いますので、ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

教育長（飯野眞幸） 

それでは、これより高崎市教育委員会１０月定例会を開会いたします。 

議事日程に従いまして、議事を進めさせていただきます。 

日程第１ 会期の決定といたしまして、会期は、本日１日といたします。 

日程第２ 会議録署名人の指名といたしまして、会議録署名人に、重田委員と神宮委

員を指名させていただきます。よろしくお願いいたします。 

日程第３ 会議録の承認といたしまして、前回の会議録を事前に送付させていただき

ましたが、内容について何かございますか。 

（「なし」との声あり。） 

 

教育長（飯野眞幸） 

 「なし」とのお声をいただきましたので、原案のとおり承認させていただきます。 
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教育長（飯野眞幸） 

日程第４ですが、教育長報告という事で、令和３年１０月１日付けで塚田委員を教育

長職務代理者として指名いたしましたので、高崎市教育委員会会議規則第５条第１項の

規定によって、ここに報告させてもらいます。それでは、塚田教育長職務代理者からご

挨拶をいただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

教育長職務代理者（塚田展子） 

 ただ今、ご紹介いただきました塚田展子です。１０月１日より教育長職務代理者とい

うことで指名を受けました。よろしくお願いいたします。３年前に教育委員のお話をい

ただいた時に、私は身の丈に余るお役だなと腰が引ける思いをいたしました。しかし、

今振り返ってみますと、あっという間の３年間で時が経つのは早いなと感じております。

私自身は心理臨床や大学教育の中で子どもたちを見ておりますが、教育委員になりまし

て、教育行政という別の角度から見る大変良い経験をさせていただいております。 

残り１年となりましたが、しっかりと教育行政を学びながら、また少しでもお役に立

てればと思っております。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

教育長（飯野眞幸） 

 ありがとうございます。塚田委員につきましては、高崎市の全教職員対象の人権教育

講演会で講師としてお話をいただきました。今回、私の次の位置になります教育長職務

代理者になっていただいて、高崎市の教職員も助かる部分が多いかなと思います。よろ

しくお願いいたします。 

 

教育長（飯野眞幸） 

 それでは、本日の議事に入ります。 

承認第２号「臨時代理の承認について（訴えの提起）」を議題といたします。提案理

由の説明をお願いします。 

    （長岡 健康教育課長 説明） 

 

教育長（飯野眞幸） 

 説明が終わりましたけれども、ご質疑ございますでしょうか。 

 

教育長（飯野眞幸） 

 よろしいでしょうか。 

 それではお諮りいたします。本案は原案のとおり決することでよろしいでしょうか。 

    （「異議なし」との声あり。） 

 

教育長（飯野眞幸） 

 ご異議なしと認め、承認第２号は原案のとおり決しました。 

 続きまして、議案第２０号「高崎市指定文化財の指定について」を議題といたします。

提案理由の説明をお願いします。 

    （角田 文化財保護課長 説明） 
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教育長（飯野眞幸） 

 説明が終わりましたけれども、ご質疑ございますでしょうか。 

 

委員（重田誠） 

今、重要文化財は指定されると維持するための個人の金銭的な問題など、全国的に

色々なことが生じていると思います。高崎市は、この重要文化財を指定した場合、保護

するために、ある程度の補助はするのでしょうか。 

 

文化財保護課長（角田真也） 

高崎市指定重要文化財につきましては、条例に基づきまして、所有者が修理をする場

合に、２分の１を上限とする補助の制度がございまして、毎年１件ほど、ご利用いただ

いているところでございます。 

 

委員（重田誠） 

 毎年、１件だけですか。 

 

文化財保護課長（角田真也） 

 所有者からの申し出を受けて行っておりますので、年によって違うのですが、平均す

るとその位になります。 

 

教育長（飯野眞幸） 

 他にございますか。 

 

委員（神宮嘉一） 

 市の指定重要文化財に指定された場合、個人の所有物も多いと思うのですが、第三者

が見られる状況にはありますか。 

 

文化財保護課長（角田真也） 

 原則、公開していただくことが望ましいと考えていますが、必ずしもアクセスできる

という状況にはなっていません。例えば、刀などは、「見せてください」という方がい

ても、所有者に「必ず公開してください」ということはせず、写真等や高崎市のホーム

ページでご覧いただくなど、何らかの方法でアクセスできるように心掛けています。 

 

教育長（飯野眞幸） 

 その他によろしいでしょうか。 

    （「なし」との声あり。） 

 

教育長（飯野眞幸） 

それではお諮りいたします。本案は原案のとおり決することでよろしいでしょうか。 

    （「異議なし」との声あり。） 
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教育長（飯野眞幸） 

 ご異議なしと認め、議案第２０号は原案のとおり決しました。 

 続きまして、報告連絡事項に移ります。「令和３年度高崎市公民館研究集会の開催に

ついて」の説明をお願いします。 

    （藍 中央公民館長 説明） 

 

教育長（飯野眞幸） 

 説明が終わりましたが、ご質問等ございますでしょうか。 

    （「なし」との声あり。） 

 

教育長（飯野眞幸） 

 よろしいでしょうか。 

 以上で、予定していた議事の審査は終了いたしましたが、事務局からその他、報告等

ありますか。 

    （「特になし」との声あり。） 

 

教育長（飯野眞幸） 

 次に、委員の皆様からこの際、ご意見、ご質問等ございますでしょうか。 

 

委員（神宮嘉一） 

 先日、不登校、自殺者数といじめの数についてのニュースを目にしたのですが、不登

校と自殺者数は、共に年々増えています。いじめに関しては、学校に通う日数やコミュ

ニケーションを図る機会が減った影響で減少していると認識しました。高崎市の傾向に

ついて教えていただけますか。 

 

教育長（飯野眞幸） 

 学校教育課長お願いします。 

 

学校教育課長（橋爪幸雄） 

 高崎市の傾向として、いじめについての新規の報告はありますが、３ヶ月という観察

期間を設ける中で、８・９割方の解消も見られています。不登校については、昨年度は

小学校では若干増加しましたが、中学校では、コロナ禍にあっても減少しましたので、

そういった意味では、全国的な傾向とあまり変わらないかなと思います。 

 

委員（神宮嘉一） 

 幸い、大きな事案としての話を聞くことがありませんので、そこは安心しています。

自殺の原因は、家庭の問題や友人関係など、対人関係が多いようです。進路や学業につ

いてというのも、成長と同時に増えていくと書いてありました。いじめによる自殺とい

うのは、恐らく表記上はあまり無いのかなと思っています。そう考えると、自殺者は増

えていますが、いじめの件数は減っているということは、いじめによることが原因ばか

りではないのかなと思いました。 
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教育長（飯野眞幸） 

 他にいかがでしょうか。 

 

委員（重田誠） 

 コロナ禍における経済活動自体が大変な中で、生活状況がかなり大変な保護者も多い

ようです。日本は非常に豊かそうに見えて、子どもの貧困は、実は非常に多いです。子

ども食堂や生活保護の問題など、そういうものは目に見えない間に進行していて、あま

りわからないでいる部分も多いと思います。実際、失業している保護者も多く、結構大

変ではないかと思います。学校でその辺りを把握しているか分かりませんが、子どもの

貧困や保護者の失業など、そういう事が子どもの生活や教育に影響しているのか、この

辺はどうでしょうか。 

 

教育長（飯野眞幸） 

学校教育課長お願いします。 

 

学校教育課長（橋爪幸雄） 

 失業については図りかねるのですが、そうした生活状況の中からの虐待事案の報告が、

教育委員会だけではなく、市の救援センターにも入っています。背景には、そういう一

端もあるかなと思います。 

 

委員（重田誠） 

 高崎市は、子ども食堂など、活動的にやっているのでしょうか。 

 

学校教育課長（橋爪幸雄） 

 学習に関して、子ども食堂との兼ね合いにおける子どもの居場所づくりという点で、

今後考えていかなければいけない所はあると思います。 

 

委員（重田誠） 

豊かな社会なのですが、実際には貧困な子どもたちはとても多く、それは、医療従事

者から見て、医療機関に来る人はいいのですが、すべてがそうでないので、目に見えな

い部分について気にしてあげていただきたいと思います。 

 

教育長（飯野眞幸） 

 時々、インターネットの検索画面に子どもの写真が出てきまして、「何日も着替えを

していないです」といった、貧困の広告を見かけます。そうした実態があるのでしょう

し、高崎市の学校でも、やはり担任がそういうことを把握して、対応している例もある

のではないかなという感じはします。お風呂に入れない子や入れてもらえない子、充分

に食べていない子だとか、そういう子もいますよね。保護者の問題もあるのでしょうし、

どれぐらい援助したら良いかというのもあるでしょうし、今のお話につきましては、今

後、情報を掴んでいかなければと思っています。 

 他に、いかがでしょうか。 
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教育長職務代理者（塚田展子） 

 私は、大学生との関わりを持っているのですが、大学生は言葉で不安を出します。「や

る気が無くなった」「こんな事をしても仕方ないのではないか」とか、ネガティブな事

を言語化できます。高校生、中学生と、だんだん年齢が下がっていくと、言葉による表

現というよりも、頭痛や腹痛など身体症状が現れ、親がおろおろするという構図が出て

います。特に、コロナ禍でお休みが長かったので、このまま将来どうなるのだろうとい

う、保護者の不安がとても大きいようです。お休みしていることに対しても、何とかし

なければという焦りから、少し子どもにきつくあたる傾向があるかなと思います。大人

がコロナ禍で不安だったはずなので、子どもが不安でないはずがありません。将来どう

なるのだろうといった絶望感を感じないはずがありません。ですから、ゆっくり見てい

ってあげることが必要です。緊急事態宣言が解除された後というのは、どちらかという

と、ほっとして、それほど出歩かずに静かなようです。恐らく、まだブレーキがかかっ

た状態なので、既に不安を訴えてきている子は、比較的に早めに反応が出ている子です。

しばらく経ってから反応が出てくる子どもの方が余程気になります。そういう意味では、

先生方は今までも大変でしたが、これからも注意深く見ていかなければならないでしょ

うし、コロナが怖いから学校に行かないという人は、やはり不安が続いたままになって

いるということはありますので、ちょっとした変化を見逃さず、少し見守っていただき

たいと思います。その点において、高崎市の去年の夏の対応の仕方がとても見事でした。

緩やかに見てあげるというのはすごく大事なことではないかと思います。 

 

教育長（飯野眞幸） 

 先程の自殺の問題について、高校生の自殺が中学生の２倍くらいです。大学生は言葉

で言うという話がありましたが、高校生は大学生に一番近い年齢でありながら、なかな

か自分の言葉で言えないようです。自殺対策で一番手を抜いているのは、私は高校だと

常に言っています。小中学校は、ある程度それを見守る体制ができています。先日も、

定例校園長会議で、「死にたい」という子どもが居た学校は、その子の情報を学校教育

課長に直ぐに連絡をするようにと話しました。そうした仕組みを作っています。今まで

は、指導主事に連絡が来ると、その後に課長補佐に連絡ということで、時間がかかって

いましたが、直接校長から話が入り、直ぐ我々と打ち合わせをするといった組織的な対

応を過去の問題から学んでいます。その辺の緊張感は出ていると思います。全国的に、

高校が一番手を抜いていると話しましたが、高崎経済大学附属高校については、同じよ

うな体制でしっかりとやってくれています。やはり、信号を見落とさないで直ぐに動く

ということが大事なのかなと思います。 

 

教育長（飯野眞幸） 

 他にいかがでしょうか。 

    （「なし」との声あり。） 

 

教育長（飯野眞幸） 

よろしいでしょうか。ないようですので、以上をもちまして、教育委員会１０月定例

会を閉会させていただきます。本日は大変ご苦労様でした。 


